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私はファッションデザイナーになるため、日々勉学に励んでいます。
私が服を作る上で大切にしていることは長く着られること見て着て楽しめること。変化することです
私の大元の目的は地球にやさしい服作りです。それとともに目標としてこれらを掲げています。
《長く着られること》
これは、地球にやさしい服作りという目的に向けて一番大切な目標です。
ファッションはどうしても流行に左右されやすくまだ着られるけど新しい服が欲しいなどの理由で一日の平均でトラック１３０台分
の服が焼却、埋め立て処分されています。
その上で長く着られる服作りというのは一日でも多くお客様の手元に残りそういう機会を減らせる服をつくるということです。《見
て着て楽しめること》
これは、着る人自身それからそれを見た人達のモチベーションを上げられる服を作るということです。お客さんの手に渡った時この
服を手放すのが勿体無い。ずっと手元に残したい。と捨てる選択肢がなくなる服を作ることです。
《変化すること》
これは着る服がマルチウェイであることを指します。リバーシブルのように気分によって色を変えられるように、気分によってデザ
インを変えられる服を作ることができればこのデザインに飽きたから捨てるという選択肢をなくすことができると考え掲げました。

《SDGsについて》
　これは、私が授業で考えたファッションに関係する環境問題をブラッシュアップしそれに対する解決策をまとめたものです。



これは私が書いたデザイン画とその練習で描いた
デッサンです。
デザイン画を描くときに心がけているのは、ワク
ワクするデザインになる事です。「シルエットが
面白い。」「見ていて楽しい。」「見て心が躍
る」と思ってもらえることが一番です。自分が書
いていてもっとたくさん描きたくなる。着た人を
想像してしあわせになるデザインであり、着た人
が着るだけで心が回復したり、笑顔になりその服
と共に思い出を紡げるようなデザイン位なるよう
に書いています。

《製作物》
これは、1年生の前期で製作したワンピースです。1からデザインし型紙を作り細部までこだわっ
た1着です。このワンピースは、きゃりーぱみゅぱみゅさんの”PONPONPON”という曲にインス
ピレーションを受け、コンセプトは特別な日常着です。こだわりポイントは、色とデザインで
す。まず色ですが、気分が沈みやすい重い色は今回避けました。非日常を味わうには日常にあま
り見ない色を採用しようと思いました。
そこで、気分が明るくなり顔も明るく見えるよう白に近いパステルカラーを使用しました。
デザインは、袖を肘下からガバッと空いていてボタンをとればひらひらとしまた変わった雰囲気
になるようにしました。つけ襟は、ワンピース本体につけず取り外しできるつけ襟にしました。
他のつけ襟やアクセサリーが組み合わせられたら幅が広がると思いあえてつけ襟にしました。
ワンピースは、プリンセスラインを使用しました。なぜプリンセスラインを使用したのかという
と多くの憧れの対象になりやすいプリンセスを日常に取り入れ非日常を味わい特別な普段着とい
うポジションになればと思いプリンセスラインを取り入れました。

《デザイン画・デザインプラクティス》

《趣味（カメラ・ディズニー）》
私は、ディズニーは作品からパークまで大好きで月に一回のペースでパークに行きます。一番見ていて楽しいのはショーやパレードな
どでキャラクターの衣装が少し変わっていたり、作品の衣装が忠実に再現されているのを見ると心が躍ります!またキャストさんのそれ
ぞれのエリア、アトラクションに合わせたコスチュームが世界観と融合していて私も作りたいと思い、日々のデザイン活動の活力にな
ります‼ 

私は、ファッション意外にも趣味でカメラを触ります。右の写真は、私が撮影した写真の一部です。始めたきっかけは、思い出の一
ページを人と共有したくカメラを始めました。自分の自己満足で撮る事が多いですが、撮るならより良いものをと心がけて撮影してい
ます。日常のなんでもない一瞬を残したくてカメラを持って散歩に行ったり、学校にカメラを持って行って友達を撮ったりしていま
す。私のフォルダが友達や家族、趣味で埋まっていくのを見るととても幸せな気持ちになります。以下、作品⤵ 




